
２次関数の決定の確認
◇◆◇ ２次関数を決定する ◇◆◇

「２次関数を決定する」とは与えられた条件から，

『２次関数  
2

y a x p q   の定数 , ,a p q あるいは 2y ax bx c   の係数 , ,a b c 』

の値を具体的に決めることである．

◇◆◇ ２次関数の決定の手順 ◇◆◇

与えられた条件が
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① 定義域が実数全体のときの最大値，最小値のとき

② 軸や頂点のとき

③ 通る３点のとき

ただし，通る点に 軸との交点

が含まれているときには

標準形 でスタート

標準形 でスタート

一般形 でスタート

因数分解式 も有効

スタートする式の形を決める

関数  y f x のグラフが点  ,○ □ を通る



等式  f□ ○ が成り立つ

通る点などの条件を代入して，

係数についての方程式を作る

① 消しやすい１文字を消去する

② 残りの２文字の連立方程式を解く

③ ①で消去した文字の値を求める

方程式(連立方程式)を解く

同じこと

連立３元１次方程式の解法

, ,a p q あるいは , ,a b c の値が決まり，

２次関数が決定される


